
○ 平成24年9月以来、アラビア半島諸国を中心に発生が報告されて

いる重症呼吸器感染症。感染源は現時点では不明 （ヒトコブラクダ

の関与が疑われているが調査中）。 

○ 報告された診断確定患者数182名（うち79名死亡） 【2月10日時点】 

○ 患者が報告されている主な国：サウジアラビア、アラブ首長国連

邦、カタールなど （ほか、英国、チュニジア、ドイツ、フランス等で輸

入症例等が報告されている） 
○ 濃厚接触者間での限定的なヒト－ヒト感染あり 

（１） 経緯 

○ アラビア半島とその周辺諸国からの帰国者で、ＭＥＲＳの症状を示す患者についての情報提供を、

地方自治体を通じて医療機関に依頼（平成24年9月及び11月） 

○ 地方衛生研究所に検査キットを配布し、検査体制を整備 （平成25年1月末） 

○ 検疫所のＨＰやポスター掲示を通じて、アラビア半島諸国への渡航者や帰国者に対する注意喚起 

○ ＷＨＯ等を通じた情報収集、一般国民への情報提供 

（２） 厚生労働省の対策 

中東呼吸器症候群（MERS）の対応について 
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